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川
根
本
町
の
平
成
28
年
度
の
決
算
が
９
月
定
例
議

会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
６
つ
の
特
別
会
計
の
１
年
間
の
決
算

額
は
、
歳
入
総
額
が
88
億
６
千
８
９
０
万
円
、
歳
出

総
額
が
84
億
９
千
２
５
６
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を
も
と
に
運
営
さ
れ
て
い

る
町
政
。
昨
年
度
は
ど
れ
く
ら
い
の
収
入
が
あ
り
、

ど
の
よ
う
な
目
的
で
使
用
さ
れ
た
の
か
、
決
算
の
概

要
と
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
一
般
会
計

　
平
成
28
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
62
億
５
８
９
万
円
、

歳
出
総
額
は
、
59
億
５
千
３
３
０
万
円
で
、
差
し
引

き
額
が
２
億
５
千
２
５
９
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
状
況
を
み
ま
す
と
、
自
主
財
源
が

21
億
５
千
12
万
円
【
△
４
憶
２
千
51
万
円
】
34
・

65
％
、
依
存
財
源
が
40
億
５
千
５
７
７
万
円
【
△

14
億
４
千
４
１
５
万
円
】
65
・
35
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
内
訳
を
み
ま
す
と
、
町
税
は
、
国

有
資
産
等
所
在
市
町
村
交
付
金
の
減
額
な
ど
に

よ
り
13
億
５
千
１
７
１
万
円
【
△
１
千
２
万

円
】
で
歳
入
全
体
の
21
・
78
％
と
な
り
ま
し

た
。
繰
越
金
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
27
年
度
へ

の
高
度
情
報
基
盤
整
備
事
業
に
係
る
繰
越
金
が

な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
に
減
額
と
な
り
、

５
億
３
千
１
４
６
万
円
【
△
３
億
４
千
５
５
２
万

円
】
で
８
・
56
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

依
存
財
源
の
内
訳
と
し
て
、
地
方
交
付
税

は
、
合
併
算
定
替
え
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
、

26
億
７
千
５
０
７
万
円
【
△
１
億
２
６
４
万
円
】
で

43
・
11
％
と
な
り
ま
し
た
。
町
債
は
、
平
成
27
年
度

に
集
中
し
て
い
た
大
規
模
な
事
業
が
完
了
し
た
た
め

大
幅
に
減
額
と
な
り
、
４
憶
５
千
９
５
０
万
円
【
△

７
億
５
千
３
６
０
万
円
】
７
・
40
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
状
況
を
性
質
別
に
み
ま
す
と
、
経

常
的
経
費
が
42
億
１
千
１
６
９
万
円
【+

５
千
９
４
８
万
円
】
70
・
75
％
、
投
資
的
経
費
が

11
億
７
千
２
９
７
万
円
【
△
15
億
６
千
３
２
７
万

円
】
19
・
70
％
、
そ
の
他
の
経
費
が
５
億
６
千
８
６
４

万
円
【
△
８
千
２
０
０
万
円
】
9
・
55
％
と
な
り
ま

し
た
。

　

経
常
的
経
費
の
中
の
主
な
も
の
と
し
て
、
職
員

共
済
組
合
負
担
金
の
計
算
方
法
変
更
に
よ
り
人

件
費
が
１
・
75
％
減
の
11
億
９
６
７
万
円
【
△

１
千
９
８
１
万
円
】
18
・
64
％
、
平
成
26
年
度
に
借

り
入
れ
し
た
合
併
特
例
債
の
元
金
償
還
が
開
始
と

な
っ
た
こ
と
に
よ
り
公
債
費
が
６
億
７
千
４
０
７
万

円
【+

３
千
１
６
８
万
円
】
11
・
32
％
、
町
有
施
設

の
老
朽
化
に
伴
い
維
持
補
修
費
が
６
千
９
３
５
万
円

【+

１
千
４
８
５
万
円
】
１
・
16
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
に
施
工

し
た
デ
ジ
タ
ル
防
災
行
政
無
線
整
備
工
事
、
若
者
交

流
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
、
高
度
情
報
基
盤
整
備
事
業

付
帯
工
事
と
い
っ
た
大
規
模
工
事
が
完
了
し
た
こ
と

に
よ
り
普
通
建
設
事
業
費
が
11
億
４
千
１
０
７
万
円

【
△
14
億
５
千
２
６
２
万
円
】
19
・
17
％
と
大
幅
な

減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
と
も
、
事
業
の
優
先
度
、
緊
急
度
を
見
極
め
、

限
ら
れ
た
財
源
を
効
果
的
に
活
用
し
な
が
ら
、
総
合

計
画
に
沿
っ
た
戦
略
的
な
施
策
展
開
を
図
っ
て
い
き

ま
す
。

平
成
28
年
度
　
川
根
本
町
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す

☆歳入
■自主財源・依存財源
　町税や施設使用料など、
町が自ら収入とすることが
できる財源が「自主財源」。
　地方交付税や国庫支出
金・県支出金など、国や県
から交付される財源及び借
入金が「依存財源」。
■地方交付税
　町の財政力に応じて国か
ら交付されるお金。
■国庫支出金・県支出金
　事業の財源として使い道
が特定された国や県から交
付されるお金。
■町債
　事業を行うために町が国
や金融機関から借りるお金。

☆歳出
■義務的経費
　人件費や扶助費など、支
出することが制度的に義務
付けられている経費。
■扶助費
　社会保障制度の一環とし
て、児童・高齢者・障がい者・
生活困窮者などへの支援に
要する経費。
■公債費
　過去に国や金融機関から借
りたお金を返すための経費。
■物件費
　施設の光熱水費や臨時職
員への賃金、各種委託料な
どの経費。
■繰出金
　一般会計から特別会計へ
支出する経費。
■補助費等
　事務組合や各種公益団体な
どに対する補助金等の経費。

用語解説

歳出� 59億 5,330万円

歳入� 62億 589万円

町税の決算額
１人当たりの税額

町民税
（3億1,084万7千円） ４万3,263円

固定資産税
（9億8,148万1千円） 13万6,601円

軽自動車税
（2,595万4千円） 3,612円

町たばこ税
（2,804万7千円） 3,904円

入湯税
（538万4千円） 749円

合計
（13億5,171万3千円） 18万8,129円

※�一般会計決算額を平成29年3月31日現在の
人口7,185人で割った額です。

源

自

源

主
財
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費
費
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的
経

そ
の
他
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経

歳入

歳出

（34.65%）
21億5,012万円

（70.75%）
42億1,169万円

（65.35%）
40億5,577万円

（9.55%）
5億6,864万円

（19.70%）
11億7,297万円

町税（21.78%）
13億5,171万円

人件費（18.64%）
11億967万円

扶助費（5.82%）
3億4,615万円

公債費（11.32%）
6億7,407万円

物件費（20.48%）
12億1,887万円

維持補修費（1.16%）
6,935万円

補助費等（13.33%）
7億9,358万円

繰出金（9.20%）
5億4,745万円

積立金（0.34%）
2,047万円

その他（0.01%）
72万円

普通建設（補助）
（3.18%）
1億8,925万円

普通建設（単独）
（15.99%）
9億5,182万円

災害復旧費（0.53%）
3,190万円

地方交付税（43.11%）
26億7,507万円

国庫支出金（4.90%）
3億392万円

県支出金（5.99%）
3億7,179万円

町債（7.40%）
4億5,950万円

その他（3.95%）
2億4,549万円

分担金・負担金
（0.03%）
199万円

使用料・手数料
（1.64%）
1億204万円

繰入金
（0.19%）
1,198万円

繰越金
（8.56%）
5億3,146万円

その他
（2.45%）
1億5,094万円

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1415


